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泉 南 市 議 会 検　索

▲市民の里からの眺望

平成28年
第1回 定例会
平成28年
第1回 定例会

平成28年度予算
中学校給食提供事業を含む一般会計

（詳しくは6ページに掲載）
233億7,490万3千円が成立

　平成２８年第１回定例会（３月議会）
は、３月３日から３月２３日までの21日
間の会期で開催いたしました。
　本定例会は、平成２８年度大阪府泉
南市一般会計予算について、本会議・
委員会で活発な議論が交わされまし
た。
　詳しくは掲載記事をご覧ください。
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代表質問事項

なか お　　  ひろ き

中尾　広城

公明党

代表質問事項

まつもと　   せつ み

松本　雪美

日本共産党

代表質問事項

たに　　　　ひろかず

谷　　展和

自由民主党
泉南クラブ

代表質問事項

みなみ よしのり

南　　良徳

心政クラブ

代表質問事項

かわ べ まさる

河部　　優

拓進クラブ

泉 南 市 議 会 中 継本会議のようすはインターネット中継で 検　索

　まず、市長就任より２年間の総括と御自身
のマニフェストの進捗状況についてお聞きし
た。約７５％達成と現在進行中との答弁。ま
た、平成２９年４月より「こども医療助成制
度の通院費の助成」に関しても中学３年生ま
で拡充する事を明言。他、南海樽井駅バス
停付近にバスシェルターを新年度早期に設
置を明言。最後に「泉南市の観光大使就任
にＥＴ－ＫＩＮＧさんが快く了解してくれた。」
と御答弁。

1.「国際社会ではテロの脅威に、一刻も早
く平穏な日々を念じ、非核平和宣言都市とし
て平和を語り継ぐ活動をする」の市政運営
方針を受けて安保法制は武器を持って戦い
をさせる「国際紛争は武力行使を認めない」
の憲法9条に違反ではないか。2. 教育教材
備品費は、小・中学校では17年前の23％、
33％と異常な削減、備品不足で授業ができ
ない。3.「緑の百選」の堀河ダムの桜を守れ。
4. 通学道路、交差点、公園など危険箇所に
防犯カメラの増設を。

　市政運営方針について大綱５点にわたり質
問を致しました。
１．こどもの学力、体力向上、ＩＣＴ化、いじ
め問題、学校施設について。

２．子育て環境づくりについて、市民の健康
増進、健康寿命の延伸について。

３．農業、漁業について、観光について。
４．防災の現状と今後について、自主防災
組織の向上について、防犯カメラについ
て、雇用、職業支援について。

５．定住促進の現状と今後について。

１．教育問題
　　①泉南中学校建て替え
　　②他の学校施設の老朽化対策は
２．りんくうタウンの整備
　　①ホテル誘致とゾーニング試案
３． ①樽井地区防災拠点（旧樽井幼稚園跡）　
　の進捗と防犯カメラの設置目標と年次
　計画 

　　②谷口池堤体工事は平成２８年度実施設計
　　　２９年度から工事となるが予算措置
４．農業公園にグルメゾーン設置
５．泉南市の核として免税店誘致を
６．定住促進　①三世代同居の推進を

　市長の市政運営方針に対する代表質問は
次の通りです。
1．子どもの権利条例に基づく「相談・救
済」機関の設置については検討したいと
の答弁がありました。

2．関空からのインバウンドを積極的に活用
する施策については、ホテルなどの誘致
にあたって税制面での減免措置を考える
との答弁がありました。

その他平成２８年度に実施予定の重要施策に
ついて質問を行い前向きな答弁を頂きまし
た。

平成２８年第１回定例会　代表質問平成２８年第１回定例会　代表質問平成２８年第１回定例会　代表質問
～市長の市政運営方針～

代表質問とは、市長の市政運営方針に対し、市議会の各会派が質問するもので、年１回行われます。
今定例会では、５会派が代表質問を行いました。

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。掲載順位は質問順です。
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一般質問事項 一般質問事項

一般質問事項 一般質問事項

一般質問事項 一般質問事項

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～１０名が市政を問う～
　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対し、質問し、確認することで、毎定例会において、
各議員１人あたり１時間の質問をすることができます。
　今定例会では、１０名の議員が市政全般にわたる課題や問題点について、一般質問を行いました。

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。掲載順位は質問順です。

１．安全と安心のまちについて
①防犯カメラ設置拡充推進の具体的な
　内容について

２．ふるさと納税について
①去年（今年度）当市の寄付金額は
②泉州各市の比較は？専門部署を設け強
　化出来ないか
③おもてなし商品提案（海外との提携や
　姉妹都市の商品）

３．産業の活力やりんくうタウン誘致について
①企業立地促進制度の設置をしてみては

４．こども達の育成や学力について
①小中学校へ通う子供の塾費用の補助
　金や支援金の制度はできないのか

１．平成２８年度厚生省予算概算要求、生涯現役
社会の実現に向けた雇用、就業環境の整備

２．教育問題
①内申点の評価と進学指導
②鳴小のモデル校の他校への波及
③小中学校の生徒数の増減
④小中学校の保全、改修
⑤中学校給食

３．砂川樫井線の延伸について
①現在までの進捗と今後の予定
②第二阪和国道までの延伸計画は

４．泉州南消防組合について
①負担増の原因と今後の負担割合の見直し
　と消防組合の一般会計予算について

　今、定例会での私の一般質問は、
１．泉南市地域支え合い活動推進条例につ
　　いて
２．教育について
３．新火葬場について
質問をいたしました。大綱１点目では、地
域での支え合いが増々重要になると訴
え、条例の周知と地域間格差について質
疑をしました。また、教育問題では、ＩＣＴ
教育が府下で最低レベルであることを指
摘し、是正を強く訴えました。

　１．公共施設等最適化推進基本計画につ
いて（ＦＭ、ファシリティマネジメント）は市
内の小中学校を含む１３０施設を４０年間で４
０％削減する計画である。①全市民の生活に
大きな影響を与える。市民に徹底した説明。
計画内容を知らせよ ②空港、同和優先でつ
くった４６０億円の借金を捻出するための財
源対策として進めるな。市民に負担を与える
だけだ ③小中学校の統廃合は止め、早急に
建て替えを進めよ

　辻本副市長が大阪府に戻るということで、
外部からみた泉南市の弱点、行政組織の改
革についてや新泉南に変われる秘訣につい
て問いました。後は教育問題に集中し、ＦＭ
を決定した泉中の建て替えや、泉南市として
の今後の小中一貫について、４３２年制な
ど、東京都品川区の前例をもとに、具体に
質問いたしました。今後は必ず新泉南スー
パー教育を打ち出すよう要望いたしました。

１．「こども医療費助成（通院）は２０１７年４月
から中卒までに拡充する」と市長が答弁。
近隣市より実施は遅れるが、子育て支援は
一歩前進

２．学校の支援学級にエアコンは絶対に必要　
３．市立図書館は図書館協議会の意向を受け、

民営化しないこと
４．住宅リフォ―ム制度を創設し地元商工業の

支援を
５．新家駅整備で交通混雑解消を
６．新家にできる泉佐野南部公園（防災公園）

の活用について

ふる や　　  まさとし

古谷　公俊

無所属
（自由民主党） かじもと しげ み

梶本　茂躾

無所属

たけ だ　　  みつよし

竹田　光良

公明党
なり た　　 まさひこ

成田　政彦

日本共産党

た  ばた ひとし

田畑　　仁

自由民主党
泉南クラブ おおもり かず お

大森　和夫

日本共産党
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１．少子化に対する着眼点を少し変えてみる
ことによって、現在の少子化対策へのヒ
ントがあるのでは？育児や子育て以前
に、先ずは、結婚して「家庭」をつくる
ことの大切さを国民的な意識改革へ！

２．同一労働同一賃金に対して、市の関係
する雇用実態から質疑応答した

３．泉南市のファムトリップの意気込みを質
し

４．府の天然記念物である岡中の「楠の木」
の維持管理と安全対策への善処を要請
した。

１．健康管理について
①（生活習慣病）近年は若年層でもかか
　ることで問題視されている
②（学校検診）ピロリ菌の感染検査の必要性を
③（産後ケア）「２週間検診」周知を

２．庁内サービスについて
①（マイナンバーカード）の現況
②（祖父母手帳）世代間のギャップをな
　くすために必要

３．交通安全について
①（スケアード・ストレート）是非開催を
②（危険道路）整備

４．教育について
①（学校図書館司書）全学校配置と環境 
　整備を

１．市営住宅の耐震化と希望者が入居でき
る対策を

２．小中学校給食の充実と給食センターの
建て替えを

３．府下最低の就学援助費（給食費・修学
旅行費）を全額支給すべき

４．学童保育は児童が安心できる環境と職員
の処遇改善を

５．一人親の子育て支援を
６．地域包括システムと認知症の初期対策
及び居宅サービスの充実を

７．介護離職者ゼロ対策を
８．災害避難所案内板と誘導版を各小・中
学校近隣に設置を

　先日、本会議が開かれ問題は色々あるが、
教育関係で学校規模適正化。この先、人口
の変動を考えると適正化を行う中で小中一
貫校という事もありえる。また、子どもの悩
み相談救済についても第三者の専門的な機
関を設け子どもと直接対話をする事を考えな
いとダメだと思う。今回、否決された火葬場
問題があり、市民の方が完成を待ち望んで
おられる火葬場が指摘され、内容を市がき
ちんと総括をした。

きのした とよかず

木下　豊和

拓進クラブ
おか だ よし こ

岡田　好子

公明党

わ　け のぶ こ

和気　信子

日本共産党
まつ だ ひで よ

松田　英世

無所属

インターネットで議会の生中継・録画中継が見られます
　泉南市議会では、ユーストリーム(生中継 )とユーチューブ (録画映像 )による議会中継の配信を行っ
ています。
　スマートフォンやタブレット型パソコンからもアクセスが可能です。
　市民の皆様のアクセスをお待ちしております。

泉南市議会ウェブサイト　→　議会中継（ホームページからのアクセス方法）

一般質問事項 一般質問事項

一般質問事項 一般質問事項
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■
泉
南
市
空
家
等
対
策
協
議
会
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、空
家
等
対
策
計
画
の
作

成
及
び
実
施
に
つ
い
て
協
議
す
る
泉
南
市

空
家
等
対
策
協
議
会
を
設
置
す
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
規
則
ま
た
は
要
綱
は
作
成
す
る
の
か
？

　
　
法
定
協
議
会
の
た
め
、
作
成
し
な
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
２
０
１
４
年
に
可
決
し
た
空
き
家
対

策
特
措
法
に
よ
り
、
倒
壊
な
ど
の
恐
れ

が
あ
る
危
険
な
空
き
家
は
強
制
撤
去
の

対
象
と
な
る
た
め
、
そ
の
指
定
は
厳
格

で
抑
制
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
周
辺
住
民
や
有
識
者
ら

の
客
観
的
意
見
を
聞
く
協
議
会
が
必

要
。
今
条
例
案
は
そ
の
協
議
会
の
設
置

を
決
め
る
も
の
で
賛
成
す
る
。

■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
平
成
２８
年
４

月
１
日
か
ら
適
用
す
る
一
般
職
の
勤
勉

手
当
、
市
議
会
議
員
及
び
特
別
職
の
期

末
手
当
を
改
定
す
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
任
期
付
職
員
及
び
臨
時
職
員
に
対

す
る
賞
与
は
な
い
の
か
？

　
　
任
期
付
職
員
に
は
支
給
し
て
い
る

が
、
臨
時
職
員
へ
の
支
給
は
な
い
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
泉
南
市
立
文
化
ホ
ー
ル
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
公
の
施
設
の
利
用
者
に
対
し
て
よ
り

適
正
な
負
担
を
求
め
、
市
民
負
担
の
公

平
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
基
本
利
用
料

金
の
一
部
に
つ
い
て
、
約
２０
％
増
額
す

る
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
使
用
料
を
１
０
０
％
受
益
者
に
求

め
る
の
は
ど
う
か
？

　
　
限
り
あ
る
税
収
と
行
革
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
１
０
０
％
負
担
と
し
た
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
①
文
化
ホ
ー
ル
の
使
用
料
の
値
上
げ

は
、
市
の
借
金
４
６
０
億
円
を
返
す
た

め
に
、
４
年
に
１
回
値
上
げ
す
る
と
い

う
市
の
「
行
革
」
方
針
で
や
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
の
暮
ら
し
な
ど
は
ま
っ
た

く
無
視
し
て
い
る
。
②
市
場
原
理
主

義
、
稼
働
率
５０
％
を
基
準
と
す
る
が
、

競
争
相
手
も
な
く
、
利
用
者
が
少
な
く

な
る
中
で
は
成
立
し
な
い
。
受
益
者
負

担
の
み
で
は
公
共
施
設
の
維
持
は
で
き

な
い
。
公
費
で
市
民
の
負
担
軽
減
を
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
こ
の
際
、
平
成
１５
年
か
ら
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
使
用
料
・
手
数
料
等
の

算
定
方
法
に
つ
い
て
直
営
施
設
・
指
定

管
理
者
施
設
共
に
経
営
改
善
の
視
点
も

含
め
、
考
え
方
の
抜
本
的
な
検
討
を
行

う
べ
き
。
更
に
、
減
免
規
定
に
つ
い
て

も
対
象
・
運
用
を
含
め
見
直
し
の
検
討

を
求
め
る
。
ま
た
、
本
条
例
案
が
不
成

立
の
場
合「
全
市
民
の
一
般
財
源
」に
跳

ね
返
る
リ
ス
ク
が
あ
る
事
か
ら「
公
平

な
負
担
」を
実
現
さ
せ
る
べ
く
賛
成
。

■
泉
南
市
立
市
民
体
育
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
公
の
施
設
の
利
用
者
に
対
し
て
よ
り

適
正
な
負
担
を
求
め
、
市
民
負
担
の
公

平
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
団
体
利
用
の

場
合
の
競
技
場
、
会
議
室
、
多
目
的
室

な
ど
、
利
用
料
金
を
約
２０
％
増
額
す
る

も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
現
在
、
５
割
の
減
免
制
度
が
あ
る

が
、
さ
ら
に
免
除
と
い
う
方
針
は
な
い

の
か
？

　
　
今
回
の
値
上
げ
は
大
会
を
開
く
等
の

団
体
利
用
に
あ
た
っ
て
の
値
上
げ
に
な
る

の
で
個
人
利
用
に
つ
い
て
の
料
金
は
据
え

置
く
た
め
、
５
割
減
免
の
ま
ま
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
非
正
規
労
働
者
が
増
え
、
正
規
労
働

者
の
実
質
賃
金
も
年
間
５
％
も
下
が

り
、
物
価
も
２
％
し
か
上
昇
し
て
い
な

い
中
で
、
４
年
に
１
回
の
値
上
げ
を
繰

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

　
平
成
２８
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
は
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
２３
日

ま
で
の
２１
日
間
の
会
期
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問答

問答

問答

問答

議
案
第
９
号
　
原
案
可
決

議
案
第
10
号
　
原
案
可
決

議
案
第
17
号
　
原
案
可
決

議
案
第
16
号
　
原
案
可
決
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り
返
し
、
前
回
の
値
上
げ
を
入
れ
る

と
、
実
に
４０
％
以
上
の
大
幅
値
上
げ
と

な
り
、
市
民
の
暮
ら
し
の
状
況
を
無
視

し
た
負
担
ば
か
り
増
え
る
値
上
げ
で
あ

り
、
使
用
料
値
上
げ
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
内
容
的
に
は
、
議
案
第
１６
号
と
ほ
ぼ

同
様
で
は
あ
る
が
、
あ
え
て
付
け
加
え

る
な
ら
ば
今
、
定
例
会
の
委
員
会
に
お

い
て
様
々
な
課
題
が
示
さ
れ
た
事
を
ふ

ま
え
４
年
ご
と
の
一
般
財
源
へ
の
機
械

的
な
見
直
し
作
業
で
は
な
く
、
よ
り
利

用
者
・
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
「
公
」

と
し
て
の
考
え
方
を
持
ち
、
指
定
管
理

者
の
経
営
努
力
を
促
し
た
上
で
の
制
度

見
直
し
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
前
提

条
件
と
し
て
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

■
泉
南
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び

泉
南
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改

革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定

保
育
士
と
な
る
た
め
の
試
験
制
度
が
新

た
に
創
設
さ
れ
、
当
該
試
験
の
合
格
者

は
、
試
験
を
実
施
し
た
都
道
府
県
内
の

自
治
体
で
の
み
３
年
間
は
保
育
士
と
し

て
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
４
年
目

以
降
は
全
国
の
自
治
体
で
働
く
こ
と
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
本
市
に
お
い
て

も
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
が

就
労
で
き
る
枠
組
み
づ
く
り
が
必
要
な

た
め
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
本
制
度
に
よ
り
今
後
待
機
児
童
が

な
く
な
る
形
に
な
っ
て
い
く
の
か
？

　
　
新
年
度
か
ら
の
児
童
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
現
状
、
待
機
児
童
は
な

し
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　「
保
育
所
落
ち
た
の
私
だ
」
と
働
き

続
け
た
い
若
い
母
親
の
声
が
話
題
に

な
っ
た
。
年
一
回
の
保
育
士
資
格
の
国

家
試
験
が
地
域
限
定
保
育
士
資
格
試
験

を
加
え
て
年
２
回
に
す
る
。
国
家
戦
略

特
別
区
域
法
と
い
う
仰
々
し
い
法
律
で

保
育
士
を
増
や
す
規
制
緩
和
を
し
た
。

保
育
士
不
足
を
解
消
す
る
国
の
苦
肉
の

策
で
あ
る
。
退
職
保
育
士
を
出
さ
な
い

た
め
に
、
き
つ
い
、
厳
し
い
、
低
賃
金

の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
問
題
点
を
指

摘
し
て
賛
成
す
る
。

■
平
成
２７
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

（
主
な
内
容
）

　
住
民
登
録
事
務
事
業
や
中
学
校
給
食

導
入
事
業
な
ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
６
８
３
５
万
３
千
円

を
減
額
す
る
も
の
。

▼
平
成
２７
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

　
　
中
学
校
給
食
導
入
事
業
の
減
額
補

正
の
内
容
は
？

　
　
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
導
入

時
の
ガ
ス
等
の
併
用
扱
い
に
よ
る
電
気

関
係
の
減
額
、
ま
た
府
の
補
助
金
事
業

も
受
け
実
施
し
た
た
め
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
予
算
に
反
対
。

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
シ
ス
テ
ム
障

害
に
よ
り
交
付
が
一
時
で
き
な
く
な
る

事
態
が
起
き
、
住
民
や
自
治
体
職
員
に

大
変
な
手
間
と
不
便
を
強
い
て
い
る
。

住
民
の
不
安
や
疑
問
を
置
き
去
り
に
し

て
、カ
ー
ド
の
普
及
や
利
用
拡
大
を
す

す
め
る
こ
と
は
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
危
険
に
さ
ら
す
も
の
で
あ
る
。

■
平
成
２８
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会
計
予
算

（
総
額
２
３
３
億
７
４
９
０
万
３
千
円
）

（
主
な
施
策
・
事
業
）

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

　（
１
４
９
２
万
７
千
円
）

・
自
主
防
災
組
織
強
化
事
業

　（
１
億
７
９
０
９
万
８
千
円
）

・
火
葬
場
建
設
事
業

　（
２
億
９
１
１
４
万
円
）

・
ふ
る
さ
と
寄
付
推
進
事
業

　（
２
８
８
万
円
）

・
空
家
対
策
事
業

　（
１
７
５
４
万
２
千
円
）

・
中
学
校
給
食
提
供
事
業

　（
９
９
０
８
万
３
千
円
）

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
①
永
年
続
い
た
空
港
、
同
和
優
先
で

つ
く
っ
た
４
６
０
億
円
の
市
の
借
金
を

返
済
す
る
「
行
革
」
に
基
づ
い
て
小
・

中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
し
な
い
。

給
食
費
等
就
学
援
助
費
や
教
材
備
品
費

の
長
年
に
わ
た
る
大
幅
カ
ッ
ト
等
、
子

ど
も
た
ち
に
冷
た
い
。
②
小
・
中
学

校
、
老
人
集
会
場
な
ど
公
共
施
設
を
市

民
不
在
の
ま
ま
強
行
に
統
廃
合
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
③
住
宅
行
政
の
進
め
方

に
不
公
正
さ
が
あ
る
。
④
未
だ
「
同
和

行
政
」
と
見
ら
れ
る
事
業
を
継
続
し
て

い
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
平
成
２８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
政

府
が
進
め
る
１
億
総
活
躍
社
会
の
実

現
。
そ
し
て
、
昨
年
策
定
し
た
泉
南
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
確
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
も
必

要
な
予
算
で
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｆ
Ｍ

の
推
進
、
旧
樽
井
幼
稚
園
の
防
災
拠
点

化
、
低
所
得
高
齢
者
等
へ
の
給
付
金
事

業
、
産
後
２
週
間
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
泉

問答

問答

議
案
第
18
号
　
原
案
可
決

議
案
第
25
号
　
原
案
可
決

議
案
第
29
号
　
原
案
可
決
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議会報告会開催のお知らせ議会報告会開催のお知らせ
　泉南市議会では、市民の皆さまに市政に関する情報提供や定例会での審議内容の報告、さらに
は、議会に対するご意見等をお聞きするため、議会報告会を開催します。

日　　時　平成28年5月15日（日）　午後2時～（約90分間）
開催場所　泉南市総合福祉センター（あいぴあ泉南）１階　大会議室
報告概要　平成28年第１回定例会の審議内容について
参加方法　申込は不要です。直接会場にお越しください。

南
中
学
校
改
築
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
直
結
し
た
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
す
る
。

■
平
成
２８
年
度
大
阪
府
泉
南
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
平
成
２８
年
度
か
ら
は
、
資
産
割
額
を

０
円
に
す
る
一
方
、
最
高
限
度
額
を
６７

万
に
、
所
得
税
割
額
８
・
２
％
か
ら

８
・
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
１
１
３
８
８

世
帯
の
中
で
所
得
が
２
０
０
万
円
以
下

の
世
帯
は
８
４
・
６
％
で
す
。
所
得
が

２
０
０
万
円
で
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
の

４
人
家
族
で
３
６
９
千
円
の
保
険
税
額

に
な
り
、
市
民
一
人
当
た
り
の
納
税
額

は
府
下
最
低
「
市
民
は
、
こ
ん
な
に
高

い
国
保
税
は
払
え
な
い
」
と
反
対
。

■
平
成
２８
年
度
大
阪
府
泉
南
市
公
共
用

地
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
昭
和
４７
年
度
設
立
の
土
地
開
発
公
社
は

同
和
事
業
優
先
、
空
港
優
先
の
街
づ
く
り

に
と
用
地
買
収
を
続
け
最
高
時
１
３
２
億

円
。
う
ち
平
成
２１
年
度
に
市
債
を
発
行
し

て
２６
億
８
４
０
０
万
円
を
市
が
買
い
戻
す

た
め
一
般
会
計
か
ら
外
し
て
、
平
成
４３
年

度
ま
で
利
子
６
億
８
５
０
０
万
円
を
含
む

３３
億
７
０
０
０
万
円
を
完
済
す
る
特
別
会

計
に
反
対
。
事
業
化
で
き
な
い
土
地
を
無

謀
に
買
い
続
け
莫
大
な
借
金
を
作
り
だ
し

た
と
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た
た
め
原
案

に
反
対
す
る
。

■
泉
南
市
立
双
子
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

改
修
に
関
す
る
請
願
書

（
主
な
内
容
）

　
コ
ー
ト
３
面
の
人
工
芝
の
全
面
張
り

替
え
及
び
老
朽
化
し
た
用
具
の
取
り
替

え
を
請
願
す
る
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
本
請
願
に
対
す
る
紹
介
議
員
の
考

え
は
？

　
　
本
請
願
が
採
択
さ
れ
れ
ば
市
長
も
重

く
受
け
止
め
て
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
と

考
え
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
双
子
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
建
設
以
来

４０
年
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
中
で
、

市
は
改
修
を
十
分
に
せ
ず
放
置
し
て
き
た

市
の
責
任
は
大
き
い
。
３
つ
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
早
急
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
使

用
料
も
高
す
ぎ
る
。
引
き
下
げ
す
べ
き
で

あ
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
市
の
統
廃
合
計

画
か
ら
外
す
べ
き
で
あ
る
。

問答

議
案
第
41
号
　
原
案
可
決

請
願
第
１
号
　
採
択

議
案
第
46
号
　
原
案
可
決



（8）

　
第
１
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
代
表
質
問
・
一
般

質
問
と
約
１６
時
間
の
大
激

論
。
新
年
度
予
算
に
つ
い

て
も
予
算
審
査
特
別
委
員

会
で
活
発
な
質
疑
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
５
月
１５
日

は
２
回
目
の
議
会
報
告
会

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ま
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ

い
。お

待

ち
していま

す

お
待

ち
していま

す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

平成 28 年 2 月 1 日発行「市議会だより」№56 の 7 ページ、議案第 13 号工事請負契約の締結についての記事においては、業者に瑕疵がなく、今回の議
案の否決においては、業者に問題があったものではないことを申し添えます。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
／
岡
田
好
子

副
委
員
長
／
河
部
　
優

委
　
　
員
／
古
谷
公
俊

　
　
　
　
　
谷
　
展
和

　
　
　
　
　
和
気
信
子

　
　
　
　
　
南
　
良
徳

議　案　番　号 件　　　　　　　名 賛　　　　　否 結　果
人権擁護委員を推薦するための意見を求めるについて（田中　千賀子氏）
市道路線の認定について
調停の申立てについて
環境農林水産行政に関する事務を泉佐野市に委託することに関する協議について
泉州南消防組合規約の変更に係る協議について
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
泉南市行政不服審査に関する条例の制定について
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
泉南市空家等対策協議会に関する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関
する条例の制定について

議会等の要求により出頭した者等に対する実費弁償条例の一部を改正する条例の制定について
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び泉南市消防団員等公務災害
補償条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市国民健康保険高額療養費資金貸付基金条例の廃止について

泉南市立文化ホール条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市立市民体育館条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び泉南市放課後児童健全
育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

平成２７年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第５号）
平成２７年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成２７年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
平成２７年度大阪府泉南市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
平成２７年度泉南市水道事業会計補正予算（第２号）

平成２７年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第６号）

議案第２５号、平成２７年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第６号）に対する修正動議

平成２７年度大阪府泉南市樽井地区財産区会計補正予算（第１号）
平成２７年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
平成２７年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成２８年度大阪府泉南市一般会計予算

平成２８年度大阪府泉南市樽井地区財産区会計予算　ほか１０件

平成２８年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計予算

平成２８年度大阪府泉南市下水道事業特別会計予算　ほか3件

平成２８年度大阪府泉南市公共用地取得事業特別会計予算

平成２８年度泉南市水道事業会計予算
給付型奨学金制度の導入・拡充と教育負担の軽減を求める意見書について
児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書について
災害ボランティア割引制度に関する意見書について

消費税増税中止を求める意見書について

戦争法である「平和安全法制関連法」の廃止を求める意見書について

地方自治の尊重を求める意見書について

泉南市立双子川テニスコートの改修に関する請願書
泉南市副市長の選任について（清田　正彰氏）
泉南市固定資産評価員の選任について（清田　正彰氏）
閉会中の継続調査について

全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

議　案　番　号 件　　　　　　　名 結 果
泉南監報告第１９号、２０号、１号 例月現金出納検査結果報告 報 告 済

全　会　一　致
全　会　一　致

全　会　一　致
全　会　一　致

全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致
全　会　一　致

賛成　 10 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田
反対　 6 松田、大森、和気、成田、松本、南
賛成　 10 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田
反対　 16 松田、大森、和気、成田、松本、南

賛成　 12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南
反対　 4 大森、和気、成田、松本
賛成　 4 大森、和気、成田、松本
反対　 12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南

賛成　 12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南
反対　 4 大森、和気、成田、松本

賛成　 12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南
反対　 4 大森、和気、成田、松本

賛成　 4 大森、和気、成田、松本
反対　 12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南

賛成　 4 大森、和気、成田、松本
反対　 12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南
賛成　 4 大森、和気、成田、松本
反対　 12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南

賛成　 12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南
反対　 4 大森、和気、成田、松本

議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧

その他の議案結果その他の議案結果その他の議案結果

市議会だより12月定例会号（28年2月1日発行）追加のお知らせ市議会だより12月定例会号（28年2月1日発行）追加のお知らせ市議会だより12月定例会号（28年2月1日発行）追加のお知らせ

編
集
後
記

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mai l :gikai@city.sennan. lg. jp

議案第１号
議案第２号
議案第３号
議案第４号
議案第５号
議案第６号
議案第７号
議案第８号
議案第９号
議案第１０号
議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号

議案第１９号
議案第２０号
議案第２１号
議案第２２号
議案第２３号
議案第２４号

議案第２５号

議員提出議案第７号

議案第２６号
議案第２７号
議案第２８号

議案第２９号

議案第３０号～４０号

議案第４１号

議案第４２～議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号
議員提出議案第１号
議員提出議案第２号
議員提出議案第３号

議員提出議案第４号

議員提出議案第５号

議員提出議案第６号

請願第１号
議案第４８号
議案第４９号

原案了承
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

修正案否決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案否決

原案否決

原案否決

採　　択
原案同意
原案同意
継続調査
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